
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 1 5 7 2 2 3 4 0 4 1 1 0 0
1 * 3 6 3 7 0 0 2 1 2 3 0 0 1 0
6 * 0 0 4 9 2 4 4 0 2 2 1 2 0 0
14 * 0 0 5 10 0 0 2 0 1 1 2 1 0 0
26 * 0 0 7 14 7 8 3 0 1 1 0 1 1 0
2 0 0 1 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
19 0 0 0 0 1 4 5 0 1 0 1 0 0 0 0
33 0 0 1 0 2 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
35 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0
62 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 8 20 5 6 3 2 0 2 0 0 1 0
2 * 0 1 1 4 2 4 5 1 0 1 3 3 1 0
4 * 0 4 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
12 * 0 3 1 7 3 6 3 2 0 2 1 0 0 0
18 * 0 4 2 4 0 0 3 1 4 5 2 1 0 0
9 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 1 7 9 11 13 5 0 4 4 1 1 0 0
31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
99 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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五十嵐 駆 0 3
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杜 家騰 25 33
多々良 鮎 0

0 1

0 - -

松本 真弥 0 2
足立 圭祐

1

新宅 悠三 5 36
南家 佳輔 4 37

9

藤原 卓哉 21 32
安藤 渉 4 32
村上 直也 0
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戦評
2次リーグ2日目の第2試合は、お互い爆発力が持ち味の流通科学大学と大阪産業大学の対戦カード。前半では大
産大がディフェンスから良い展開に持ち込む。対する流科大は、持ち味であるアウトサイドシュートがなかなか決まら
ず、大産大が大量リードを奪い後半に突入した。後半に入ってからも流科大はアウトサイドシュートが決まらず、大産
大が終始リードしたまま勝利を飾った。
第１ピリオド、大産大#26宮武のシュートから始まると大産大はディフェンスから良い流れを作り、開始0-8のラン。対
する流科大は#1藤原、#14杜らがシュートを決めるが、大産大の激しいディフェンスを崩すことが出来ず苦しい展開
に。ディフェンスから良い流れでシュートを決め続けた大産大が、6-24の大量リードを築き第１ピリオドを終了した。
第２ピリオド、開始から大産大#6山下が連続してインサイドでシュートを決めると、流れは再び大産大に。流科大はこ
の流れを切ることができず、スコアが8-32となったところでたまらずタイムアウト。タイムアウト後、流科大は#14杜が効
果的にインサイドを攻めシュートを決めるも、大産大も#1小幡の3Pシュートなどで得点を決め続け、なかなか点差を
縮めることができない。その後も展開は変わらず試合が進んで行き、21-46で大産大リードのまま第２ピリオドを終
了。
第３ピリオド、前半からの状況をどうにかしたい流科大は、激しいディフェンスから果敢にインサイドを攻め、#14杜が
得点を重ねる。しかし大産大も、#0福原がインサイドや3Pシュート、＃26宮武がシュートを決め流科大に流れは渡さ
ず、一進一退の攻防が終始続く。38-59で大産大リードのまま、第３ピリオドが終了する。
第４ピリオド、何とかして点差を縮めたい流科大は、オールコートディフェンスから相手のミスやファウルを誘発し、
アップテンポなオフェンスからのシュートで、一時は44-60と16点差まで縮める。だが、そこから大産大もオールコート
ディフェンスに対応し#26宮武らが得点。また、チームでファウルを誘い出しフリースローで得点し続ける。その後も
大産大がリードする展開は変わらず、最終スコア59-79で大産大が勝利した。
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